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特
別
定
額
給
付
金
（
10
万
円
）、
紀
美
野

町
生
活
支
援
給
付
金
（
1
万
円
）
の
申
請
期

限
は
8
月
17
日
で
す
。（
郵
送
の
場
合
、
当

日
消
印
有
効
）

期
限
を
過
ぎ
る
と
給
付
金
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
お
早
め
に
申
請
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、「
申
請
書
を
失
く
し
て
し
ま
っ
た
」、

「
申
請
書
が
届
い
て
い
な
い
」
等
の
場
合
は
、

左
記
担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
１
２

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発
生

に
よ
る
外
出
自
粛
へ
の
支
援
及
び
地
域
経

済
の
下
支
え
を
す
る
た
め
、
町
か
ら
町
民

１
人
あ
た
り
５
，０
０
０
円
分
の
「
き
み
の

２
０
２
０
商
品
券
」を
お
配
り
し
て
い
ま
す
。

業
務
は
紀
美
野
町
商
工
会
に
委
託
し
、
６

月
中
旬
よ
り
世
帯
主
様
宛
に
順
次
郵
送
し
て

い
ま
す
。

使
用
期
限
は
令
和
３
年
２
月
28
日
と
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
対
象
店
舗
は
商
品
券
に
同
封
し
て

お
り
ま
す
。
ご
確
認
の
う
え
、
是
非
こ
の
機

会
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

紀
美
野
町
商
工
会

　

℡ 

０
７
３
‐
４
９
５
‐
３
２
６
０

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
介
護
保
険
料
、
国
民
健
康
保
険
税
及
び

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納
付
が
困
難
に

な
っ
た
場
合
に
は
、
徴
収
猶
予
や
減
免
の
制

度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
左
記
の
問
い
合
わ
せ

先
に
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

税
務
課

　

℡ 
０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
０
５

[

対
象
と
な
る
方]

　

臨
時
特
例
に
よ
る
国
民
年
金
保
険
料
免

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
伴
う
傷

病
手
当
金
の
支
給
申
請
が
出
来
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
被
保
険
者
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
感
染
し
た
、
ま
た
は
発
熱
等
の
症
状

が
あ
り
感
染
が
疑
わ
れ
た
場
合
に
、
療
養
の

た
め
労
務
に
服
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方

（
給
与
等
の
支
払
を
受
け
て
い
る
方
に
限
る
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
対
す
る
支
援
等

「
き
み
の
２
０
２
０
商
品
券
」

７
月
か
ら
町
内
１
５
７
店
舗
で

使
え
ま
す
！

介
護
保
険
料
、
国
民
健
康
保
険

税
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
の
納
付
が
困
難
な
方
へ

国
民
年
金
保
険
料
免
除
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
に
加
入
の
皆
様
へ

給
付
金
の
申
請
は
も
う
お
済
み

で
す
か
？

★
給
付

★
猶
予
・
減
免

除
・
猶
予
は
以
下
の
２
点
を
い
ず
れ
も
満
た

し
た
方
が
対
象
で
す
。

⑴
令
和
２
年
２
月
以
降
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
収
入
が
減

少
し
た
こ
と
。

⑵
令
和
２
年
２
月
以
降
の
所
得
等
の
状
況
か

ら
み
て
、
当
年
中
の
所
得
の
見
込
み
が
、

現
行
の
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
等
に
該

当
す
る
水
準
に
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
。

[

必
要
書
類]

臨
時
特
例
に
よ
る
免
除
の
申
請
に
は
、
次
の

2
種
類
の
書
類
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

・
国
民
年
金
保
険
料
免
除
・
猶
予
申
請
書

・
所
得
の
申
立
書

[

手
続
き
方
法]

必
要
書
類
等
は
、
年
金
事
務
所
や
役
場
の

窓
口
に
備
え
付
け
て
あ
る
他
、
日
本
年
金
機

構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
郵
送
で
の
受
付
も
行
っ
て
い
る
た

め
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
予

防
の
観
点
か
ら
、
で
き
る
限
り
郵
送
に
よ
る

手
続
き
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

住
民
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
０
３

　

美
里
支
所
住
民
室　

　

℡ 

０
７
３
‐
４
９
５
‐
３
４
６
４

　

和
歌
山
西
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室　

　

℡ 

０
７
３
‐
４
４
７
‐
１
６
６
０

を
対
象
に
傷
病
手
当
金
を
支
給
し
ま
す
。

　

申
請
に
は
医
療
機
関
の
意
見
書
及
び
事
業

主
の
証
明
等
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
事
前

に
電
話
に
て
、
役
場
住
民
課
（
国
保
）
ま
た

は
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
（
後
期
）
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
方

　

住
民
課　

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
０
３

■
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入
の
方

　

和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　

℡ 

０
７
３
‐
４
２
８
‐
６
６
８
８
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こ
の
度
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
に
伴
い
、
き
み
の
夏
祭
り
実
行
委
員
会
に

お
い
て
、
祭
り
会
場
内
で
の
３
つ
の
密
（
密

閉
・
密
集
・
密
接
）
な
ど
を
回
避
す
る
こ
と

が
難
し
い
こ
と
か
ら
、
や
む
を
え
ず
今
年
の

き
み
の
夏
祭
り
（
８
月
15
日
）
は
中
止
す
る

こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た
皆
さ
ま
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、誠
に
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、

ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
一
日
も

早
く
収
束
し
、
来
年
の
き
み
の
夏
祭
り
は
、

多
く
の
方
々
に
来
場
い
た
だ
き
、
笑
顔
で
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
る
こ
と
を
実
行
委
員
会
一

同
、
切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
重
ね
て
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

き
み
の
夏
祭
り
実
行
委
員
会
事
務
局

　

紀
美
野
町
青
少
年
セ
ン
タ
ー　

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
０
９

例
年
、
敬
老
会
の
開
催
に
つ
い
て
は
、
多

く
の
皆
様
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

令
和
２
年
９
月
12
日
（
土
）、
13
日
（
日
）

に
予
定
を
し
て
お
り
ま
し
た
令
和
２
年
度
紀

美
野
町
敬
老
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
防
止
と
皆
様
の
健
康
と
安
全
を
守

る
観
点
か
ら
開
催
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

敬
老
会
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た
皆
様
に

は
、
誠
に
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
ご
理

解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。な

お
、
お
祝
い
金
（
対
象
80
歳
以
上
）
に

つ
い
て
は
、
今
後
配
布
方
法
を
検
討
し
、
９

月
以
降
に
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

令
和
２
年
度　

第
15
回
き
み
の

夏
祭
り
（
中
止
）
の
お
知
ら
せ

令
和
２
年
度
紀
美
野
町
敬
老
会

【
中
止
】
の
お
知
ら
せ

★
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
に
つ
い
て

広
報
き
み
の
令
和
２
年
６
月
号
の
４
ペ
ー

ジ
「
マ
ス
ク
２
，０
０
０
枚
寄
附
」
に
て
、

有
限
会
社　

道
上
葬
祭
と
掲
載
し
ま
し
た

が
、
正
し
く
は
、「
株
式
会
社　

み
ち
う
え
」

で
す
。

訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

【
エ
コ
バ
ッ
グ
を
も
っ
て
買
い
物
へ
行
こ
う
】

令
和
２
年
７
月
１
日
よ
り
、
全
国
で
小
売

店
対
象
に
レ
ジ
袋
の
有
料
化
が
始
ま
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
普
段
何
気
な
く
も
ら
っ
て
い

る
レ
ジ
袋
を
有
料
化
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
が

本
当
に
必
要
か
を
考
え
て
い
た
だ
き
、
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
を
見
直
す
き
っ
か
け
と
す
る
こ

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

の
更
新
作
業
の
た
め
、
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た
全
て
の

サ
ー
ビ
ス
が
下
記
日
程
で
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
せ
ん
。ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
停
止
日
】

　

令
和
２
年
７
月
15
日
（
水
）
終
日　

本
庁
・
美
里
支
所

令
和
２
年
７
月
16
日
（
木
）
終
日　

美
里
支
所
の
み

【
ご
利
用
い
た
だ
け
な
い
サ
ー
ビ
ス
】

・
個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
カ
ー
ド
の

交
付

・
他
市
町
村
の
方
の
住
民
票
の
写
し
の
交
付

・
個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
カ
ー
ド
を

利
用
し
た
転
出
・
転
入
の
特
例
手
続
き
等

※
住
民
票
の
写
し
・
印
鑑
証
明
書
・
戸
籍
謄

本
等
の
交
付
や
転
出
・
転
入
等
の
異
動
手

続
き
は
通
常
通
り
ご
利
用
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

住
民
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
２
０

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
廃
棄
物
・
資
源
制
約
、
海
洋
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ご
み
、
地
球
温
暖
化
な
ど
の
環
境

保
全
に
対
す
る
課
題
が
あ
り
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
過
剰
な
使
用
を
抑
制
し
、
利
用
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
も
、
レ
ジ
袋
有
料
化
を
き
っ
か

け
に
自
身
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見
つ
め

直
し
、
エ
コ
バ
ッ
グ
を
も
っ
て
買
い
物
に

行
き
ま
し
ょ
う
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
買
い
物
袋
有
料
化
に
関

す
る
相
談
窓
口

■
個
人
問
い
合
わ
せ

　

℡ 

０
５
７
０
‐
０
８
０
１
８
０

■
事
業
者
問
い
合
わ
せ　

　

℡ 

０
５
７
０
‐
０
０
０
９
３
０

令
和
２
年
７
月
１
日
よ
り
レ
ジ
袋

の
有
料
化
が
始
ま
り
ま
す
！

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
一
時
停
止
の
お
知
ら
せ

広
報
き
み
の
６
月
号
の
お
詫
び

と
訂
正
に
つ
い
て
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令
和
２
年
７
月
31
日
の
有
効
期
限
満
了
に

伴
い
被
保
険
者
証
（
以
下
、「
保
険
証
」
と

い
う
。）
を
更
新
い
た
し
ま
す
。
新
し
い
保

険
証
は
『
う
す
い
緑
色
』
で
す
。
７
月
初
旬

頃
か
ら
順
次
、
簡
易
書
留
郵
便
に
て
郵
送
す

る
予
定
で
す
。

今
回
お
届
け
す
る
『
う
す
い
緑
色
』
の
保

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
証

の
色
が
「
う
す
い
オ
レ
ン
ジ
色
」
か
ら

『
う
す
い
緑
色
』
に
変
わ
り
ま
す
。

険
証
は
７
月
１
日
か
ら
使
用
で
き
ま
す
。

そ
れ
が
届
く
ま
で
は
現
在
お
持
ち
の
保
険

証
【
う
す
い
オ
レ
ン
ジ
色
】
を
ご
使
用
く
だ

さ
い
。

（【
う
す
い
オ
レ
ン
ジ
色
】
の
保
険
証
は
８

月
１
日
以
降
使
用
で
き
ま
せ
ん
。）

■
現
在
お
持
ち
の
保
険
証
【
う
す
い
オ
レ
ン

ジ
色
】
に
つ
い
て

新
し
い
保
険
証
『
う
す
い
緑
色
』
が
お
手

元
に
届
き
次
第
、「
う
す
い
オ
レ
ン
ジ
色
」

の
保
険
証
は
、
下
記
問
い
合
わ
せ
先
に
お
越

し
の
際
に
ご
返
却
い
た
だ
く
か
、
ご
自
分
で

細
か
く
裁
断
す
る
な
ど
し
て
、
住
所
・
氏
名

な
ど
が
他
人
に
知
ら
れ
な
い
よ
う
十
分
ご
注

意
の
う
え
、
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

※
令
和
２
年
度
住
民
税
の
課
税
所
得
に
よ

り
、
一
部
負
担
金
の
割
合
が
変
更
に
な
っ

て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
（
住
民
税
の
各
種
控
除
後
の
課
税

所
得
額
が
１
４
５
万
円
以
上
の
被
保
険
者

の
い
る
世
帯
の
方
は
、
一
部
負
担
金
の
割

合
が
３
割
と
な
り
ま
す
。）

（
例
）今

ま
で
１
割
で
あ
っ
た
方
が
３
割
負
担
に

変
更
と
な
る
場
合

「
３
割
（
令
和
２
年
７
月
31
日
ま
で
は
１

割
）」
と
表
示
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

住
民
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
０
３

　

美
里
支
所
住
民
室　

　

℡ 

０
７
３
‐
４
９
５
‐
３
４
６
４

池
本
氏
が
長
年
に
わ
た
り
地
域
の
防
火
防

災
に
ご
尽
力
さ
れ
た
功
績
に
対
し
て
、
瑞
宝

双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
池
本
氏
は
、

昭
和
35
年
10
月
消
防
団
に
入
団
し
、
平
成
22

年
４
月
か
ら
平
成
26
年
３
月
ま
で
消
防
団
長

を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
度
の
栄
え
あ
る
受
章
、
心
よ
り
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

子
ど
も
医
療
入
院
時
食
事
療
養
費
助
成
制

度
と
は
、
令
和
２
年
４
月
１
日
よ
り
始
ま
っ

た
子
ど
も
に
係
る
入
院
時
の
食
事
代
が
無
料

子
ど
も
医
療
入
院
時
食
事
療
養
費
助

成
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か
？

元
紀
美
野
町
消
防
団　
団
長

池い
け

本も
と

光て
る

男お

氏

春
の
叙
勲　
瑞ず

い

宝ほ
う

双そ
う

光こ
う

章し
ょ
う

を
受
章

全
世
帯
へ
マ
ス
ク
配
布

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
品
薄
と

な
っ
て
い
る
不
織

布
マ
ス
ク
を
町
内

全
世
帯
へ
１
箱

（
50
枚
入
り
）
を

５
月
21
日
か
ら
22

日
に
か
け
、
町
内

10
か
所
で
、
23
日

（
土
）、24
日
（
日
）

は
本
庁
、
支
所
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、
配
布

し
ま
し
た
。

な
お
、
マ
ス
ク
に
不
具
合
が
あ
る
場
合

は
、
交
換
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

保
健
福
祉
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

に
な
る
制
度
で
す
。

【
対
象
者
】

　

左
記
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
子
ど
も

・
０
歳
～
18
歳
の
子
ど
も
（
18
歳
に
な
ら
れ

て
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
）

・
子
ど
も
医
療
費
助
成
、
ひ
と
り
親
家
庭
医

療
費
助
成
、
又
は
、
重
度
心
身
障
害
者
医

療
費
助
成
を
受
け
て
い
る
子
ど
も

※
た
だ
し
、婚
姻
し
て
い
る
者
は
除
き
ま
す
。

◎
払
い
戻
し
に
は
手
続
き
が
必
要
で
す
。

【
必
要
な
も
の
】

　

印
鑑
・
領
収
書
・
振
込
先
の
通
帳
（
保
護

者
の
方
の
名
義
）

※
４
月
１
日
以
降
の
診
療
日
の
領
収
書
が
今

年
度
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

住
民
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
０
３

　

美
里
支
所
住
民
室　

　

℡ 

０
７
３
‐
４
９
５
‐
３
４
６
４

お
知
ら
せ
・
募
集

ま
ち
の
話
題
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会
計
年
度
任
用
職
員
と
は
、
こ
れ
ま
で
臨

時
職
員
と
し
て
任
用
し
て
き
た
職
員
に
代
わ

る
も
の
で
、
一
般
の
地
方
公
務
員
と
な
り
町

の
行
政
事
務
の
補
助
や
定
型
的
な
業
務
に
従

事
す
る
職
員
の
こ
と
で
す
。

■
業
務
内
容　

一
般
事
務
補
助
（
国
勢
調
査

事
務
）

■
応
募
資
格　

基
本
的
な
パ
ソ
コ
ン
操
作

（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
等
）
が
で
き
る
こ
と

■
募
集
人
員　

１
人

■
任
用
期
間　

令
和
２
年
８
月
１
日
～
令
和

２
年
12
月
31
日

　
　

会
計
年
度
任
用
職
員
か
ら
常
勤
職
員

へ
の
切
り
替
え
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

ま
た
、
次
回
の
任
用
更
新
は
確
約
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。

■
勤
務
時
間　

原
則
と
し
て
月
～
金
曜
日

　

８
時
30
分
～
17
時

　
（
う
ち
昼
休
憩
１
時
間
）

■
賃　
　

金　

月
額　

１
４
１
，３
８
７
円

　
（
現
時
点
で
の
予
定
で
、
変
更
に
な
る
場

農
地
等
の
雑
草
除
去
に
つ
い
て

長
年
、
美
里
町
誌
の
編
纂
に
携
わ
ら
れ
た

森
下
誠
先
生
に
よ
る
「
ふ
る
さ
と
講
座
」
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
八
代
将
軍
吉
宗
の
時
代
、

庶
民
を
対
象
と
し
て
定
め
ら
れ
た
法
律
で
あ

り
な
が
ら
、
庶
民
に
は
公
開
さ
れ
な
か
っ
た

「
公
事
方
御
定
書
」
に
つ
い
て
お
話
し
い
た

だ
き
ま
す
。

※
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た

め
、
電
話
に
よ
る
申
込
み
制
と
し
、
定
員

を
設
け
、
人
と
人
と
の
距
離
を
確
保
す
る

な
ど
の
対
策
を
講
じ
実
施
し
ま
す
。
マ
ス

ク
着
用
、
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
等
に
ご
協
力

願
い
ま
す
。

■
テ
ー
マ　

町
内
で
発
見
さ
れ
た
幕
府
の

「
マ
ル
秘
文
書
」
～
大
岡
越
前
や
遠
山
の

金
さ
ん
し
か
見
ら
れ
な
か
っ
た
文
書
と

は
～

■
日　

時　

令
和
２
年
７
月
９
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
か
ら

■
場　

所　

美
里
支
所
３
階
会
議
室

■
講　

師　

元
美
里
町
誌
編
纂
室
長　

　
　
　
　
　
　
　
　

森
下　

誠　

先
生

■
定　

員　

20
名
（
定
員
に
な
り
次
第
受
付

終
了
し
ま
す
。）

■
主　

催　

ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会　

　
　
　
　
　

紀
美
野
史
発
見
部
会

紀
美
野
町　
会
計
年
度
任
用
職
員
の

募
集
に
つ
い
て

「
ふ
る
さ
と
講
座
」
開
催
の

お
知
ら
せ

農
地
等
に
雑
草
が
繁
茂
す
る
と
、
近
隣
の

耕
作
地
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
、
病
害
虫
の
発

生
や
イ
ノ
シ
シ
等
の
住
み
家
に
な
る
可
能
性

が
あ
り
、
ま
た
、
枯
草
に
よ
る
火
災
の
発
生

等
、
周
辺
地
域
に
と
っ
て
大
き
な
問
題
と
な

り
ま
す
の
で
、農
地
の
所
有
（
管
理
）
者
は
、

周
辺
に
迷
惑
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
責
任
を

持
っ
て
雑
草
除
去
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
管
理
者
に
お
け
る
雑
草
の
除
去
が

困
難
な
場
合
は
、
事
業
者
に
委
託
す
る
な
ど

の
措
置
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
管

理
に
困
っ
て
い
る
農
用
地
が
あ
る
場
合
に
は

農
地
中
間
管
理
機
構
等
を
利
用
し
て
農
地
を

貸
し
付
け
る
制
度
も
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

紀
美
野
町
農
業
委
員
会

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
０
１

■
問
い
合
わ
せ

　

ま
ち
づ
く
り
課
（
美
里
支
所
内
）

　

℡ 

０
７
３
‐
４
９
５
‐
３
４
６
２

合
が
あ
り
ま
す
。）

　

基
本
給
に
加
え
、
勤
務
条
件
に
よ
り
期
末

手
当
お
よ
び
通
勤
手
当
等
が
支
給
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
受
付
期
間　

７
月
15
日
（
水
）
ま
で

※
持
参
の
場
合
は
土
・
日
除
く

　

８
時
30
分
～
17
時

※
郵
送
の
場
合
は
必
ず
簡
易
書
留
で
郵
送

（
必
着
）

　
（
封
筒
表
に
「
採
用
試
験
申
込
書　

在
中
」

と
朱
書
き
し
て
く
だ
さ
い
。）

■
試 

験 

日　

令
和
２
年
７
月
下
旬
（
別
途

通
知
し
ま
す
。）

■
試
験
会
場　

紀
美
野
町
役
場　

本
庁

■
選
考
方
法　

面
接
試
験

■
提
出
書
類　

採
用
試
験
申
込
書　

履
歴
書

（
顔
写
真
）　

84
円
切
手

※
試
験
案
内
を
必
ず
確
認
し
、
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
紀
美
野
町
役
場
企
画
管
財
課
で

配
布
し
ま
す
。
ま
た
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
そ
の
他　

右
記
以
外
の
詳
細
条
件
等
は

左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
公
開
し
て
い

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

　

紀
美
野
町
役
場
企
画
管
財
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
１
３
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果
樹
カ
メ
ム
シ
類
の
発
生
に
注
意

例
年
、
町
内
生
産
果
樹
に
被
害
を
も
た
ら

す
果
樹
カ
メ
ム
シ
類
で
す
が
、
令
和
２
年
６

月
５
日
時
点
の
調
査
に
お
い
て
、
旧
美
里
町

菅
内
で
昨
年
度
と
比
較
し
て
約
４
倍
に
推
移

し
て
お
り
ま
す
。
果
樹
カ
メ
ム
シ
類
が
多
発

す
る
と
収
穫
前
の
果
実
を
吸
汁
加
害
し
、
大

き
な
被
害
を
与
え
る
た
め
、
早
期
発
見
・
速

や
か
な
薬
剤
散
布
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

　

紀
美
野
町
役
場
産
業
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
０
１

町
内
の
畑
で
は
、
シ
カ
に
よ
る
農
作
物
へ

の
被
害
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
町
の
制
度
で
は
、
過
去
に
補
助

金
を
活
用
し
て
イ
ノ
シ
シ
柵
を
設
置
し
た
同

じ
場
所
に
、
追
加
で
シ
カ
用
の
防
護
柵
の
設

置
を
す
る
場
合
は
、
補
助
金
の
対
象
外
と
し

て
き
ま
し
た
が
、
令
和
2
年
7
月
1
日
よ
り

補
助
金
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

シ
カ
に
よ
る
被
害
で
お
悩
み
の
方
で
、
シ

カ
用
の
防
護
柵
の
設
置
を
考
え
て
お
ら
れ
る

方
は
、
産
業
課
（
℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐

５
９
１
０
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〇
対　

象
：
防
護
柵
の
資
材
費　

〇
補
助
率
：
１
／
３
（
補
助
金
の
上
限

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
０
０
円
／
ｍ
）

【
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
各
種
教
室
】

★
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
に
て

■
７
月
13
日
（
月
）・『
野
い
ち
ご
の
会
』
に

よ
る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ　　

10
時
30
分
～

■
７
月
15
日
（
水
）・
ク
ラ
フ
ト
教
室　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
時
～

■
７
月
21
日
（
火
）・
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

（
定
員
５
名 

先
着
順
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
時
～

　
　
　
　
　
　
　

・
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
遊
ぼ
う

　

14
時
30
分
～

【
遊
び
の
教
室
の
ご
案
内
】

○
コ
ア
ラ
教
室
・
き
み
の
こ
ど
も
園

　
（
生
後
１
年
６
か
月
～
入
園
・
入
所
ま
で
）

■
７
月
８
日
（
水
）
９
時
30
分
～
11
時
30
分

き
み
の
こ
ど
も
園

○
カ
ン
ガ
ル
ー
教
室
（
生
後
５
か
月
～
１
年

６
か
月
ま
で
）
と
コ
ア
ラ
教
室
（
生
後
１

年
６
か
月
～
入
園
・
入
所
ま
で
） 

合
同

■
７
月
22
日
（
水
）
９
時
30
分
～
11
時

　

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

【
ご
注
意
く
だ
さ
い
】

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
の
た

め
、
各
事
業
の
実
施
が
変
更
に
な
る
こ
と

紀
美
野
町
で
は
在
宅
で
介
護
を
受
け
る
高

齢
者
の
家
族
等
の
身
体
的
・
経
済
的
負
担
を

軽
減
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
紙
お
む
つ
等
の

家
族
介
護
用
品
支
給
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。今

回
、さ
ら
に
支
援
の
充
実
を
図
る
た
め
、

支
給
要
件
の
一
部
を
見
直
し
ま
し
た
。

【
変
更
点
】

　
（
こ
れ
ま
で
）
対
象
者
本
人
が
住
民
税
非

課
税
世
帯
に
属
す
る
こ
と

　
（
こ
れ
か
ら
）
対
象
者
本
人
が
所
得
税
非

課
税
世
帯
に
属
す
る
こ
と

　

そ
の
他
、
介
護
度
等
の
要
件
は
変
更
あ
り

ま
せ
ん
。

　

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

■
場　

所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
日　

時　

毎
週
水
曜
日　

９
～
11
時

　

１
日
・
８
日
・
15
日
・
22
日
・
29
日

■
対
象
者　

紀
美
野
町
在
住
の
方

■
内　

容　

健
康
に
関
す
る
こ
と
す
べ
て

（
子
育
て
の
相
談
・
離
乳
食
の
相
談
・
健

診
結
果
の
相
談
等
）

　
　

保
健
師
等
が
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
高
齢
者
ま

で
、
健
康
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
ご
相
談
に

の
り
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
の
体
重
測
定
や
授

令
和
２
年
度
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
も

ご
覧
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
在
宅
介
護
支
援
事
業
を
充
実

し
ま
す

健
康
相
談
の
お
知
ら
せ（
７
月
の
日
程
）

が
あ
り
ま
す
の
で
、
各
教
室
に
参
加
希
望

さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
へ
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
育
児
相
談
の
お
知
ら
せ
】

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
育
児
相
談

を
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
き
み
の

こ
ど
も
園
、
こ
う
の
こ
ど
も
園
で
も
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
保
育
士
資
格
を
持
っ
た
職
員
が
、
子
育
て

に
関
す
る
悩
み
事
等
、
個
別
に
面
談
・
電

話
・
訪
問
相
談
を
行
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
電
話
に
て
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
６
７
０
０

　

保
健
福
祉
課 

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

乳
の
相
談
も
可
能
で
す
。
血
圧
測
定
・
尿

検
査
・
骨
密
度
測
定
も
行
っ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

★
母
子
健
康
手
帳
・
健
康
手
帳
・
健
康
フ

ァ
イ
ル
を
お
持
ち
の
方
は
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

★
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、

希
望
の
方
は
で
き
る
だ
け
事
前
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

令
和
２
年
度　
紀
美
野
町
農
業
経
営

支
援
事
業
の
拡
充
に
つ
い
て

保
健
・
福
祉
だ
よ
り
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夏はキャンプ、ハイキング、農作業など、山や草むらで活動する機会が多くなる季節です。
野山に生息するマダニに咬まれることで重症熱性血小板減少症候群（SFTS）、ダニ媒介脳炎、日本紅斑熱、
つつが虫病、ライム病などに感染することがあります。

●肌の露出を少なくする
　→　帽子、手袋を着用し、首にタオルを巻く等

●長袖・長ズボン・登山用スパッツ等を着用する
　→　シャツの裾はズボンの中に、ズボンの裾は靴下や長靴の中に

●足を完全に覆う靴をはく
　→　サンダル等は避ける

●明るい色の服を着る（マダニを発見しやすくするため）
※上着や作業着は家の中に持ち込まないようにしましょう
※屋外活動後は入浴し、マダニに咬まれていないか確認しましょう
　特に、わきの下、足の付け根、手首、膝の裏、胸の下、頭部（髪の毛の中）などに注意

・無理に引き抜くとマダニの口器が体内に残る場合があるので、医療機関（皮膚科など）で処置してもらい
ましょう。

・マダニに咬まれた後、数週間程度は体調の変化に注意し、発熱などが認められた場合は医療機関で診察を
受けてください。

■問い合わせ　保健福祉課　℡ ０７３‐４８９ ‐ ９９６０

吸血前のマダニ
（約3ｍｍ）

吸血後のマダニ
（約10ｍｍ）

マダニに咬まれないためのポイント

マダニに咬まれた時の対処

ダニから身を守る服装

「マダニ」にご注意ください

健康づくりコーナー
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健康推進員制度は、和歌山県が県民総参加の健康づくりを推進するために創設した制度です。県民一人ひ
とりが健康を意識し、家族、ご近所、地域へと健康づくりの輪をひろげるために、健康に関する啓発や支援
等の役割を担っていただくのが「健康推進員」です。

今年度紀美野町においては、新しく県の養成講座を受講された10名を加え、64名が活躍予定です。誰もが
健康でいきいきと過ごせるよう、各地区において健診の受診ＰＲや各種イベントでの健康づくりコーナーを
担ってくれています。「健康推進員だより」では活動の様子や推進員さんの声を紹介させて頂きます。

<昨年の農林商工まつりの様子> <調理のワークショップ>

【長谷毛原地区・助野利治さんへのインタビュー】

■問い合わせ　保健福祉課　℡４８９ ‐ ９９６０

私は今、町内外各所で落語の口演活動を行っています。笑いが健康に大いに役立つとされていますから、
健康増進にささやかではありますが関わっていると言えます。拙い話を聴いていただいているみなさん
の笑顔を拝見することで、私も大いに健康となれることは間違いのないことです。

さて江戸時代の儒学者、貝原益軒（かいばらえきけん）は「養生訓」という健康法についての書物を
著しています。益軒は「人は草木に水をやったり、肥料をやったり、虫をとったりするが、我が身をちっ
とも愛そうとはしない。」と嘆き、養生とは「草木にするように、我が身を愛し、身を慎み、天地・父母
からもらったこの生命を大事にすることだ。」と説いています。そして養生で最も大切なのは、内欲（食
べたい、飲みたい、あれが欲しい、これがしたい等々）を我慢することだと教えていますから、私には
相当の難問であるわけですが、健康推進員として、一つ頑張ってみようかなと思うこの頃です。

ご紹介します！
わが町の健康推進員さん

健康推進員だより
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障
害
の
あ
る
人
や
そ
の
保
護
者
、
介
護
者

な
ど
か
ら
の
様
々
な
相
談
に
応
じ
ま
す
。
原

則
予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
、
巡
回
相
談
予

約
先
へ
直
接
ご
連
絡
い
た
だ
く
か
、
保
健
福

祉
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
巡
回
相
談
日
以
外
で
も
電
話
相
談

は
随
時
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、相
談
窓
口（
巡

回
相
談
予
約
先
）
へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
相
談
に
も
応
じ

ま
す
。

【
依
存
症
】
ア
ル
コ
ー
ル
、
薬
物
、
ギ
ャ
ン

ブ
ル
な
ど
特
定
の
物
質
や
行
為
に
対
し
て
、

身
体
的
・
精
神
的
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
、

自
分
で
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
く
な
る
状

態
を
い
わ
ゆ
る
依
存
症
と
い
い
ま
す
。

依
存
症
に
共
通
す
る
こ
と
は
、
家
族
と
の

ケ
ン
カ
が
増
え
る
、
生
活
リ
ズ
ム
が
く
ず
れ

る
、
体
調
を
く
ず
す
、
お
金
を
使
い
す
ぎ
る

な
ど
何
か
し
ら
の
問
題
が
起
き
、
本
人
だ
け

で
な
く
周
り
の
人
の
生
活
に
も
悪
影
響
を
及

ぼ
し
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。

依
存
症
は
、
欲
求
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き

な
く
な
る
病
気
で
す
。
本
人
が
回
復
の
必
要

性
を
自
覚
す
る
ま
で
に
は
時
間
が
か
か
る

こ
と
が
多
い
た
め
、
ま
ず
は
周
囲
の
方
が
適

切
な
サ
ポ
ー
ト
の
し
か
た
を
知
る
こ
と
か

ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

■問い合わせ・申し込み　海南保健所　海南市大野中９３９番地　℡ ０７３‐４８２‐０６００

海　南　保　健　所　だ　よ　り
事業名 対　象　・　内容等 日　　時

ク リ ニ ッ ク
（健康診断書発行）

健康診断書の作成等を行います。（予約制）
・尿検査、血液検査がある場合は朝食を抜いてお越しくだ

さい。
・診断書発行の場合、実施できない内容もあるため、予約

時にご相談ください。
７月13日（月）
７月27日（月）
　　９時30分～ 10時30分
　　　　　　　　　　（受付）

性 感 染 症 検 査
肝炎ウイルス検査等

（HIV、梅毒、ク
ラ ミ ジ ア、B・
C 型 肝 炎 等 ）

希望により、梅毒およびクラミジア検査も実施できます。
検査の結果は、次回のクリニック時に本人にお知らせしま
す。（予約制）

検 便
（腸内細菌検査）

・予約は必要ありません。（事前に容器をお渡ししますので
保健所まで受け取りにお越しください。）

・検査できる項目　赤痢、サルモネラ、O-157、チフス、
パラチフス

こ こ ろ の
健 康 相 談

こころの健康に不安を持つ方やその家族で相談を希望され
る方には、精神科医師が相談に応じます。（予約制）
※他の日は精神保健福祉相談員が相談に応じます。

７月 8 日（水）　13時00分～
７月22日（水）　 9時00分～

骨 髄 バ ン ク
ド ナ ー 登 録

骨髄提供者（ドナー）の登録をするための血液検査と登録
手続きを行います。

（予約制）

７月13日（月）
７月27日（月）
　　 10時30分～ 11時30分

医 療 安 全 相 談 医療に関する各種相談に応じます。 月曜日～金曜日（祝・祭日除く）

障
害
者
巡
回
相
談
の
お
知
ら
せ

日　時 場　所 巡回相談予約先・相談窓口

７月15日（水）
10時～ 11時30分

紀美野町
総合福祉センター

・国保野上厚生総合病院
　指定相談支援事業所
　℡０７３ ‐ ４８９ ‐ ２９０８
・療育センターＡＯＩ
　℡０７３ ‐ ４８３ ‐ ０４５４
・海草圏域障害児者相談支援
　事業所らん
　℡０７３ ‐ ４８８ ‐ ６３１４
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火
災
・
救
急
・
救
助
は
１
１
９
番

「
そ
の
火
事
を　

防
ぐ
あ
な
た
に　

金
メ
ダ
ル
」

日
本
は
季
節
の
変
わ
り
目
に
梅
雨
前
線
や

秋
雨
前
線
が
停
滞
す
る
こ
と
に
よ
り
、
し
ば

し
ば
大
雨
に
な
り
ま
す
。
ま
た
７
月
か
ら
10

月
に
か
け
て
は
、
日
本
に
接
近
・
上
陸
す
る

台
風
も
多
く
な
り
、
大
雨
や
洪
水
、
暴
風
な

ど
を
も
た
ら
し
ま
す
。
特
に
、
傾
斜
が
急
な

山
や
川
が
多
い
日
本
で
は
、
台
風
や
前
線
に

よ
る
大
雨
に
よ
っ
て
、が
け
崩
れ
や
土
石
流
、

川
の
氾
濫
な
ど
が
発
生
し
や
す
く
、
生
命
が

脅
か
さ
れ
る
よ
う
な
自
然
災
害
が
、
毎
年
の

よ
う
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

近
年
は
、
短
時
間
に
狭
い
範
囲
で
非
常

に
激
し
く
降
る
雨
も
頻
発
し
て
い
ま
す
。

特
に
道
路
が
舗
装
さ
れ
た
都
市
部
で
は
、

川
の
急
激
な
増
水
、
道
路
や
住
宅
の
浸
水
、

地
下
街
の
水
没
と
い
っ
た
被
害
も
発
生
し

て
い
ま
す
。

台
風
が
接
近
し
て
か
ら
で
は
、
間
に
合

わ
な
い
対
策
も
あ
り
ま
す
の
で
、
今
か
ら

で
き
る
準
備
を
し
っ
か
り
と
整
え
、
災
害

か
ら
身
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

①
懐
中
電
灯
、
携
帯
ラ
ジ
オ
、
救
急
薬
品
、

衣
類
、
非
常
用
食
品
、
飲
料
水
な
ど
、

非
常
持
ち
出
し
品
を
準
備
す
る
。

②
市
町
村
が
作
成
し
て
い
る
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
で
、
危
険
な
場
所
や
避
難
場
所

を
確
認
す
る
。

③
瓦
、
ア
ン
テ
ナ
、
雨
ど
い
、
プ
ロ
パ
ン

ガ
ス
容
器
な
ど
の
屋
外
の
設
置
物
が
風

で
飛
ば
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
固
定
さ
れ

て
い
る
か
確
認
す
る
。

④
水
の
流
れ
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
た
め
、

側
溝
、
排
水
路
を
掃
除
す
る
。

①
可
能
な
場
合
は
、
親
戚
や
友
人
宅
な
ど

へ
の
避
難
を
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

②
手
洗
い
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
咳
エ
チ
ケ
ッ

ト
な
ど
の
基
本
的
な
感
染
症
対
策
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

③
定
期
的
に
自
身
の
健
康
状
態
の
把
握
に

努
め
、
可
能
な
方
は
、
非
常
持
ち
出
し

品
と
と
も
に
、
マ
ス
ク
、
消
毒
液
、
体

温
計
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

避
難
所
は
、
不
特
定
多
数
の
方
が
使
用

し
ま
す
。
同
じ
避
難
所
に
避
難
す
る
方
全

員
が
、
感
染
症
予
防
に
つ
い
て
協
力
し
あ

い
ま
し
ょ
う
。

5月の消防の動き
●火災発生件数…0件
【事故種別搬送人員】

管　内 管　外 合　計

急 病 24（２） 0 24（２）

一 般 負 傷 4 0 4

交 通 事 故 4 0 4

そ の 他 5 0 5

合 計 37（２） 0 37（２）

※（　）内については、ドクターヘリ搬送

大
雨
や
台
風
に
よ
る
被
害
は
毎
年
発
生

日
頃
か
ら
の
備
え

避
難
所
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
に
つ
い
て

夏
の
時
期
に
起
き
や
す
い
子
ど
も
の
事
故

で
ま
ず
あ
げ
ら
れ
る
の
は
、
屋
内
外
で
の
溺

水
で
す
。
溺
水
と
言
え
ば
、
海
や
川
、
プ
ー

ル
で
の
発
生
が
多
い
と
思
わ
れ
が
ち
で
す

救
急
コ
ー
ナ
ー
『
溺
水
』

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
を

受
け
、
町
内
で
の
ま
ん
延
防
止
や
安
全
確
保

の
観
点
か
ら
救
命
講
習
の
開
催
を
し
ば
ら
く

の
間
、
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

救
命
講
習
へ
の
参
加
を
予
定
さ
れ
て
い
ま

し
た
皆
さ
ま
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し

ま
す
が
、
ご
理
解
、
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

普
通
救
命
講
習
・
再
講
習
に
つ
い
て

が
、
1
歳
前
後
で
は
家
庭
の
浴
槽
で
も
起
こ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
家
庭
で
の
溺
水
は
、

子
ど
も
だ
け
で
の
入
浴
、
お
母
さ
ん
の
洗
髪

中
、
電
話
に
出
た
時
な
ど
の
ほ
ん
の
わ
ず
か

な
隙
に
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
た
と
え
短
い
時

間
で
も
、
子
ど
も
を
浴
室
に
1
人
に
す
る
の

は
危
険
で
す
。
ま
た
、
お
風
呂
以
外
に
も
水

洗
ト
イ
レ
、
水
槽
、
洗
濯
機
な
ど
の
水
が
た

ま
っ
て
い
る
も
の
で
の
溺
水
も
起
こ
っ
て
い

ま
す
。
水
の
た
ま
っ
て
い
る
場
所
を
大
人
が

チ
ェ
ッ
ク
し
、
気
を
つ
け
て
お
く
こ
と
が
大

切
で
す
。
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百
合
の
香か

の
一
輪
で
足
る
苫と

ま

屋や

か
な　
　
　
　
　
　

岩
間　

文
鳥

田
植
期
や
今
も
残
れ
る
雨
乞
碑　
　
　
　
　
　
　
　

前　
　
　

廣

少
女
ら
の
二
部
合
唱
や
植う

え

田た

澄す

む　
　
　
　
　
　
　

浦　
　

貴
子

葉
先
ま
で
水
に
浸
か
れ
る
植
田
か
な　
　
　
　
　
　

今
野　

昭
子

簡
素
な
る
茶
人
の
所
作
や
花
菖
蒲　
　
　
　
　
　
　

原　
　

和
代

夏
め
く
や
ジ
ャ
ガ
芋
の
皮
指
で
剥
き　
　
　
　
　
　

岩
根　

利
子

一
日
が
楽
し
く
デ
イ
に
過
ぎ
し
夕

　
　
　

淡
き
満
月
窓
に
映
り
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　

奥　

ふ
み
代

娘こ

等ら

く
れ
し
米
寿
の
祝
沖
縄
へ

　
　
　

婿
の
や
さ
し
さ
心
に
染
み
る　
　
　
　
　

滝
垣
内
嘉
代
子

寒
暖
の
差
の
激
し
さ
に
と
ま
ど
う
も

　
　
　

春
の
訪
れ
感
じ
る
光　
　
　
　
　
　
　
　
　

横
出　

圭
子

朝
な
さ
な
笑
う
と
い
う
名
の
良
薬
を

　
　
　

飲
み
て
生
き
た
し
外と

は
春
日
和　
　
　
　
　

西
佐
古
祐
子

色
褪
せ
し
円
座
に
座
り
茶
を
摘
め
り

　
　
　

あ
り
し
日
の
母
の
温
も
り
の
中　
　
　
　
　

中
浴　

昭
江

球
児
等
の
夢
の
舞
台
へ
邪
魔
を
し
た

　
　
　

コ
ロ
ナ
が
憎
い
フ
ァ
ン
の
我
等
は　
　
　
　

小
根
田
牧
子

歌　
の　
小　
道

※
当
面
の
間
、
水
曜
日
の
イ
ベ
ン
ト
は
行
い
ま
せ
ん

～
た
く
さ
ん
読
ん
だ
よ
～
（
敬
称
略
）

【
２
０
０
冊
】
上
中　

結
月
（
下
神
野
小
３
年
）

【
３
０
０
冊
】
倉
本　

晴
空
（
下
神
野
小
３
年
） 

【
４
０
０
冊
】
谷
坂　

し
え
り
（
き
み
の
こ
ど
も
園
） 

■
新
刊
紹
介

【
中
央
公
民
館
】

「
猫
君
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

畠
中
恵　

著

「
う
ち
の
父
が
運
転
を
や
め
ま
せ
ん
」　

垣
谷
美
雨　

著

「
星
と
龍
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

葉
室
麟　

著

「
ク
ス
ノ
キ
の
番
人
」　　
　
　
　
　
　

東
野
圭
吾　

著

「
宇
宙
か
ら
帰
っ
て
き
た
日
本
人
」　　
　

稲
泉
連　

著

「
日
本
語
を
つ
か
ま
え
ろ
！
」　　
　
　

飯
間
浩
明　

文

「
他
言
語
と
く
ら
べ
て
わ
か
る
英
語
の
し
く
み
」

宍
戸
里
佳　

著

「
デ
イ
ビ
ッ
ド
・
マ
ッ
ク
チ
ー
バ
ー
と
29
ひ
き
の
犬
」

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
ホ
ル
ト　

文

【
文
化
セ
ン
タ
ー
】

「
で
き
な
い
相
談
」　　
　
　
　
　
　
　
　

森
絵
都　

著

「
な
ぜ
、
あ
な
た
は
『
黒
い
服
』
を
着
る
の
か
」

佑
貴
つ
ば
さ　

著

「
失
敗
し
よ
う
が
な
い
！
ヘ
タ
筋
ト
レ
」　

森
拓
郎　

著

「
オ
ニ
ガ
シ
マ
ラ
ソ
ン
」　　
　
　
　
　
　

ト
ロ
ル　

作

「
ぽ
っ
ち
ゃ
り
マ
ン
」　　
　
　
　
　
　
　

の
ぶ
み　

作

「
な
ん
で
も
モ
ッ
テ
ル
さ
ん
」　　

ア
ヤ
井
ア
キ
コ　

絵

「
ド
ラ
え
も
ん
科
学
ワ
ー
ル
ド
未
来
の
く
ら
し
」
小
学
館

「
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
っ
て
す
ご
い
や
つ
」
本
間
希
樹　

著

☆
七
夕
に
願
い
を
☆

今
年
も
中
央
公
民
館
に

七
夕
飾
り
を
設
置
し
て
い

ま
す
。

あ
な
た
の
願
い
を
短
冊

に
託
し
て
み
て
は
！

ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム

図
書
室
だ
よ
り

　「梅中傘踊り」は、昔から
生石山周辺に伝わる民俗芸能
の代表的な雨乞い踊りに発祥
するものです。この踊りは、
音頭と三味線に合わせて男女
が１本の傘を持って踊る、大変珍しい踊りです。
　私たち「小川郷土芸能保存会」は、主に「文化祭」や「小
川冬まつり」で踊りを披露しています。
　また、ジュニアサークルを結成し、地元の小学生にも継
承してきました。その子ども達も大人になり、踊りや三味
線にと大活躍してくれています。共に成長してきた子ども
達が、私たちの誇りであり、宝です。これからも、この伝
統芸能を後世に伝えていけるよう頑張りたいと思います。
■活動場所　小川地区公民館　
■活動日時　随時　午後７時30分～９時30分

─ わが町サークル ─
小川郷土芸能保存会「梅中傘踊り」

百
合
の
種
類
は
多
い
が
、
ど
れ
も
芳
香
を
放
つ
。
苫
屋

と
は
粗
末
な
小
屋
の
こ
と
。
こ
こ
で
は
自
宅
を
謙
遜
し

て
言
っ
た
も
の
だ
ろ
う
。
一
輪
の
百
合
だ
け
で
、
も
う

充
分
だ
と
、
百
合
の
香
を
称
え
た
一
句
で
あ
る
。

【
科
学
の
本
】
コ
ー
ナ
ー
設
置

な
ぜ
？
ど
う
し
て
？

科
学
に
つ
い
て
調
べ
て
み
ま
せ
ん
か
。
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紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化

そ
の
百
六
十
三

今
年
に
入
り
未
知
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
よ
り
全
世
界
が
未
曾
有
の

災
禍
に
見
舞
わ
れ
て
い
ま
す
。
国
の
緊
急

事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
元
の
生
活
に
戻
り

つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
第
２
波
、
第
３
波
の
お

そ
れ
も
あ
る
中
で
新
し
い
生
活
様
式
の
実

践
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
人
類
は
長
い
歴

史
の
中
で
、
流
行
り
病
を
何
度
と
な
く
経
験

し
、
そ
れ
を
克
服
し
て
き
ま
し
た
。
一
方
で

私
た
ち
は
地
震
や
台
風
な
ど
の
自
然
災
害

も
ま
た
数
多
く
経
験
し
、
多
く
の
命
や
財
産

を
失
い
な
が
ら
も
力
強
く
立
ち
直
っ
て
き

た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

今
回
は
台
風
の
季
節
を
前
に
過
去
の
自
然

災
害
を
振
り
返
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
一
昨
年
９
月
の
台
風
21
号
は

記
録
的
な
強
風
と
高
潮
に
よ
り
関
西
を
中
心

に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
紀
美

野
町
で
も
あ
ち
こ
ち
で
山
崩
れ
が
発
生
し
停

電
が
続
き
ま
し
た
。
日
常
生
活
に
困
窮
し
た

こ
と
は
記
憶
に
も
新
し
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
繰
り
返
さ
れ
る
災
害
の
中
で
も

戦
後
の
紀
美
野
町
が
経
験
し
た
最
大
の
自
然

災
害
は
昭
和
28
年
７
月
18
日
の
貴
志
川
の
大

洪
水
で
す
（
下
記
写
真
）。

下
神
野
小
学
校
１
０
０
年
記
念
誌
に
当
時

小
学
６
年
生
だ
っ
た
大
西
泰
司
氏
は
こ
の
大

洪
水
を
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
ま
す
。

「
昭
和
28
年
７
月
18
日
（
土
）
の
豪
雨
に

よ
る
大
洪
水
は
、
前
日
よ
り
降
り
続
い
た
雨

は
夜
半
に
入
っ
て
そ
の
勢
い
は
も
の
す
ご

く
、
18
日
早
朝
に
か
け
て
し※

１

の
つ
く
豪
雨
と

な
っ
て
、
県
下
の
各
河
川
は
氾
濫
、
山※

２

津
波
、

道
路
の
決
壊
、
通
信
の
不
通
、
停
電
、
人
家
、

田
畑
の
流
失
等
誠
に
惨
た
ん
た
る
大
被
害
を

及
ぼ
す
に
至
り
ま
し
た
。」
野
上
町
誌
に
よ

る
と
、
海
草
地
方
の
罹
災
者
総
数
は
３
５
，

８
０
５
人
に
お
よ
び
、
亡
く
な
っ
た
方
、
行

方
不
明
の
方
は
合
わ
せ
て
28
人
、
負
傷
者
は

７
３
５
人
、
住
宅
被
害
（
全
壊
、
流
出
、
床

下
浸
水
等
）
は
８
，６
６
２
戸
、
田
畑
も
凄

ま
じ
い
面
積
が
被
害
に
遭
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
和
歌
山
県
立
博
物
館
施
設
活
性

化
事
業
実
行
委
員
会
が
５
年
前
か
ら
「
先
人

た
ち
が
残
し
て
く
れ
た
『
災
害
の
記
憶
』
を

未
来
に
伝
え
る
」
を
毎
年
発
行
し
て
い
ま

す
。「
災
害
の
記
憶
」
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
形

で
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
和
紙
に
記
録
さ
れ
て

い
る
ほ
か
、
誰
で
も
見
ら
れ
る
よ
う
、
寺
社

の
境
内
な
ど
に
災
害
の
教
訓
を
石
や
金
属
な

ど
に
刻
ん
だ
記
念
碑
が
建
て
ら
れ
た
り
、
文

字
に
は
記
さ
ず
、
言
い
伝
え
ら
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
委
員
会
で
は
そ
う
し
た
地
域
に

眠
る
県
内
の
「
災
害
の
記
憶
」
を
調
査
し
、

人
々
に
伝
え
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
紀
美

野
町
で
の
調
査
は
行
わ
れ
て
い
ま
せ

ん
が
、
町
内
に
も
「
七
・
一
八
水
害
」

の
記
憶
を
残
す
記
念
碑
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
紀
美
野
町
野
中
の
十
三

神
社
の
境
内
入
口
に
建
て
ら
れ
て
い

ま
す
。
銅
板
で
大
き
く
「
水
」
の
字

を
埋
め
込
み
土
台
は
川
の
砂
礫
を

使
っ
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
固
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
上
の
石
碑
に
は
昭

和
28
年
７
月
18
日
災
害
浸
水
最
高
地

点
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
森
下
和
彦
氏
の

著
書
『
き
の
く
に
神
野
庄
春
秋
』
に
よ
れ
ば
、

神
社
の
鳥
居
や
社
務
所
が
流
さ
れ
、
本
殿
も

床
下
ま
で
洗
わ
れ
、
神
社
に
残
さ
れ
て
い
た

貴
重
な
歴
史
的
資
料
も
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

大
西
氏
は
末
尾
に
「
二
度
と
こ
の
よ
う
な

災
害
の
起
こ
る
こ
と
の
な
い
様
念
じ
て
い
ま

す
が
、
昔
か
ら
『
災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ

て
く
る
』
と
の
た
と
え
の
通
り
、
自
然
を
愛

し
緑
の
山
々
を
創
り
出
す
こ
と
が
、
同
じ
災

害
を
繰
り
返
さ
な
い
我
々
の
使
命
で
あ
ろ
う

と
思
い
ま
す
。」
と
結
ん
で
い
ま
す
。

太
古
の
昔
か
ら
自
然
の
猛
威
を
止
め
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
人
間
に
は
知

恵
が
あ
り
ま
す
。
災
害
の
記
憶
や
記
録
を
も

と
に
、
再
び
来
る
で
あ
ろ
う
災
害
に
十
分
備

え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

※
１　

し
の
つ
く
豪
雨
：
篠
竹
を
束
ね
て
突

き
お
ろ
す
よ
う
に
激
し
く
降
る
雨

※
２　

山
津
波
：
山
崩
れ
の
大
規
模
な
も
の

で
、
多
量
の
土
砂
や
岩
屑
が
山
地
か
ら
急

に
激
し
く
押
し
出
す
こ
と

町
民
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、

す
べ
て
の
町
民
が
豊
か
で
、
自
分
ら
し
く
い

き
い
き
と
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り
の
た
め
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
各
団
体
選
出
委
員
に
つ
い
て
は
未
掲
載
）

※
【　

】
は
役
職
ま
た
は
地
区
名
（
敬
称
略
）

【
会　
　

長
】
岡
省
三

【
副
会
長
】
東
芝
學
・
南
條
俊
樹

【
監　
　

事
】
河
本
幸
生
・
中
谷
の
り
子

【
下
佐
々
】
河
本
幸
生
・
上
垣
内
清
智

【
動　
　

木
】
山
中
正
史
・
大
岡
実
世

　
　
　
　
　

吉
田
隆
好

【
小　
　

畑
】
山
下
裕
・
菊
本
邦
夫

　
　
　
　
　

岩
橋
環

【
小　
　

川
】
田
尻
昭
人
・
中
野
充

　
　
　
　
　

古
谷
誠

【
志
賀
野
】
中
谷
英
幸
・
加
藤
朗
子

【
柴　
　

目
】
前
田
薫

【
長　
　

谷
】
横
山
行
雄
・
柳
瀬
健
次

【
吉　
　

野
】
中
西
康
之

【
吉　
　

見
】
井
澤
秀
恭

【
海
南
鋼
管
】
阪
口
英
三

【　

平　

】
別
所
薫
・
中
喜
弘

【
希
望
ヶ
丘
】
日
裏
善
三

【
緑
ヶ
丘
】
仲
強
・
丸
林
哲
治

【
長
谷
毛
原
】
森
下
誠

【
上
神
野
】
小
壺
醇
子

【
下
神
野
】
潰
崎
光
子

【
国　
　

吉
】
中
谷
の
り
子

【
真　
　

国
】
坂
明
雄

令
和
２
年
度

　
紀
美
野
町
人
権
委
員
の
紹
介

黒沢橋

小　畑

「中央公民館提供」
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下神野小学校では５月に、JAながみねの方々のご
協力による農業体験を行いました。JAながみねの方々
には、たくさんの作物の苗や学校の畑の準備をしてい
ただき、また植え方などを教えに来ていただくなど大
変お世話になりました。

子どもたちは、苗植えを始める前に、ポットの苗か
ら畑や鉢に植え替える時の注意点を聞いて丁寧に植え
ていきました。

改修工事の準備として、天文台周辺にある電波望遠
鏡たちの移設も現在行っています。

１つは第２駐車場へ入る転回場の奥に置いていた2
ｍの電波望遠鏡です。お皿の上にカバーが被せてある
ので、望遠鏡と知らずに見かけていた方もいるかもし
れません。一枚物のお皿と固定する為の台を５人がか
りでトラックにのせ、別の場所に移動しました。

実は、２ｍ望遠鏡はもう１つ存在し、これら２台を
使えば干渉計（大きな疑似電波望遠鏡）として活用す
ることも出来ます。

空の庭南端にある３ｍ電波望遠鏡も移設予定です。
こちらはお皿の分解が可能な為、現在解体作業を行っ
ています。３ｍ望遠鏡は高速な追尾が出来るので、人
工衛星や国際宇宙ステーションからの電波を受信可能
な性能を持ちます。

『第15回紀美野ふれあいマラソン大会中止のお知らせ』
　本年12月に開催を予定しておりました「第15回紀美野ふれあいマラソン大会」は、
新型コロナウイルス感染症の状況等を踏まえ、開催中止を決定いたしました。本大会
を心待ちにしていたランナー、ボランティアをはじめ、関係者の皆さまには大変残念
な決定ではございますが、何卒ご理解いただきますようお願い申し上げます。

将来的には電波望遠鏡を活用したイベントも実施出
来ればと考えているので、長い目でお待ちください。

現在、みさと天文台は、改修工事のため休館してい
ます。また、天文台が実施するイベントは新型コロナ
ウイルスの影響により未定となっています。

最新情報は天文台のwebをご覧いただくか、お電話
でのお問い合わせでご確認ください。
■問い合わせ　みさと天文台
　℡ ０７３ ‐４９８ ‐０３０５　Web　www.obs.jp

天文台だより
『電波望遠鏡の大移動』

　研究員　硲間拓郎

学校だより
『農業体験をしました』

紀美野町立下神野小学校

苗を畑に植える場合、かぼちゃは地面に這うように
成長するので間隔を広くして植える、とうもろこしは
受粉しやすいように間隔を狭くするといったように、
作物の種類によって植え付ける間隔を変えるというこ
とを教わりました。また、大豆は種を直まきしたほう
がいいということや、成長してきた時の世話の仕方に
ついても詳しく説明していただきました。

子どもたちからは、「苗植え、楽しかった。」という
声が多く聞かれ、これからの作物の成長を観察するこ
とや、収穫を楽しみにしているようです。

写真：３ｍ電波望遠鏡解体作業
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●鳥獣の銃猟、わな猟を行うには免許が必要です。
　このたび、令和２年度狩猟免許試験が、下記により実施されることとなりました。
　この試験に先立ち「講習会（初心者及び経験者）」を和歌山県猟友会が開催します。

●狩猟免許試験の日時及び場所　受験料（初心者：5,200円、経験者3,900円）

【レジ袋有料化に関する問い合わせ先】
プラスチック製買い物袋有料化に関する相談窓口

制度概要などの詳細はこちら

詳細記事は３ページをご覧ください。

●狩猟免許取得講習会の日時及び場所（県猟友会主催）　
　受講料（１種目：10,000円、併願17,000円、経験者5,000円）
　☆試験科目（知識及び技能試験）に対応した講習ですからぜひ受講してください。

開催月日 開始時刻 会場 所在地 申込締切日

８月23日（日） 12時 和歌山県民文化会館 和歌山市小松原通1丁目1番地 7月31日

開催月日 開始時刻 会場 所在地 申込締切日

８月16日（日） ９時30分 和歌山県民文化会館 和歌山市小松原通1丁目1番地 ７月31日

※試験及び講習料については、合格された場合、補助金の交付が受けられます。受験に要した費用の領収書は、
大切に保管ください。

※お申し込み方法等は、下記お問い合わせ先へご連絡ください。
※新型コロナウイルス感染防止のため、適性検査及び講習を中止し、又は日時、場所及び講習方法を変更す

ることがあります。その場合は、申請者に対しその旨が通知されます。

■問い合わせ　県猟友会海南海草支部　℡ ０７３ ‐ ４４１ ‐ ３３８４

令和２年度狩猟免許取得講習会（県猟友会主催）及び
狩猟免許試験の開催について



7月

５月の人口の動き（令和２年５月１日～ 31日）　転入9人　転出13人　出生1人　死亡15人

総人口　8,610人（−18）［男 3,998人（−6）女 4,612人（−12）］
世帯数　4,200世帯（−6）　　紀美野町面積　128.34㎢

2020.715

紀美野町の人口
【令和２年５月末現在】

（　）内は前月比

日　時 イベント名 開催場所 問い合わせ先（073）

9 日（木）・21 日（火）移動町長室 美里支所 住民室 495 − 3471
総務課 489 − 5912

16 日（木） 13 時～ 行政相談【13 時～ 15 時】 中央公民館 総務課 489 − 5912
16 日（木） 13 時～ 美里支所 住民室 495 − 3471

その他 行事のお知らせ

【各種目自衛官の募集について】

募集種目 資　　格 受付期間 試験期日 試験会場

自衛官候補生

18歳以上33歳未満の者
（32歳の者は採用予定月１日か
ら起算して３月に達する日の翌
月の末日現在33歳に達してい
ない者）

年間を通じて
（各試験日
前日まで）

７月15日（水）
  ～ 18日（土） 県民文化会館

自衛隊
一般曹候補生

18歳以上33歳未満の者
（32歳の者は採用予定月の末日
現在33歳に達していない者）

７月１日～
９月10日

９月18日（金）
 ～ 20日（日）

18日　田辺市民
　　　 総合センター
19日　県民文化会館
20日　県民文化会館

海上・航空自衛隊
航空学生

海上自衛隊：
　　　18歳以上23歳未満の者
航空自衛隊：
　　　18歳以上21歳未満の者

７月１日～
９月10日 ９月22日（火） 和歌山地方協力本部

庁舎

防衛大学校 高卒（見込含）又は高専３年次修
了（見込含）21歳未満

７月１日～
10月22日

11月7日（土）
　　 8日（日） 和歌山ＹＭＣＡ

防衛医科大学校
医科学生

高卒（見込含）又は高専３年次修
了（見込含）21歳未満

７月１日～
10月７日

10月24日（土）
25日（日） 和歌山ＹＭＣＡ

防衛医科大学校
看護科学生

高卒（見込含）又は高専３年次修
了（見込含）21歳未満

７月１日～
10月１日 10月17日（土） 和歌山商工会議所

予備自衛官補
一　般

18歳以上34歳未満の者
（細部は有田募集案内所に問い
合わせ）

７月１日～
９月11日 10月３日（土） 和歌山地方協力本部

庁舎

予備自衛官補
技　能

18歳以上の者で国家資格を有
する者

（細部は有田募集案内所に問い
合わせ）

７月１日～
９月11日

10月３日（土）
　 ～６日（火）

陸上自衛隊
伊丹駐屯地

■問い合わせ　防衛省自衛隊和歌山地方協力本部　有田募集案内所　℡ ０７３７ ‐ ８２ ‐ ６６３１ 

『防衛省・自衛隊からのお知らせ』
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第
56
回「
夏
の
子
ど
も
を
ま
も
る
運
動
」

第
70
回「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

７
月
１
日（
水
）
～
７
月
31
日（
金
）

～
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、

立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
～

７
月
１
日（
水
）
～
８
月
31
日（
月
）

～
み
ん
な
　
そ
ろ
っ
て
　
す
こ
や
か
に
～

”明
る
く・正
し
く・た
く
ま
し
く
“

⑴
非
行
を
生
ま
な
い
社
会
づ
く
り
の
推
進

◎
万
引
き
・
自
転
車
盗
、
い
じ
め
・
暴
力
行
為
、
飲
酒
・

喫
煙
・
深
夜
徘
徊
等
の
不
良
行
為
、
薬
物
乱
用
、
並

び
に
、
暴
走
行
為
等
の
防
止

◎
有
害
図
書
、
有
害
刃
物
類
、
有
害
サ
イ
ト
情
報
等
有

害
環
境
の
浄
化

⑵
犯
罪
被
害
及
び
各
種
事
故
の
防
止

◎
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
に
か
か
る
非
行
及
び
犯
罪
被

害
の
防
止

◎
不
審
者
に
よ
る
事
件
、
水
の
事
故
及
び
交
通
事
故
の

防
止

⑶
明
る
い
家
庭
、
明
る
い
地
域
づ
く
り

こ
の
運
動
は
和
歌
山
県
が
主
唱
す
る
県
民
運
動
で

す
。
”社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
“と
連
携
し
な
が
ら

夜
間
補
導
を
実
施
し
、
街
頭
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

・
紀
美
野
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議

・
紀
美
野
町
青
少
年
育
成
委
員
会

・
紀
美
野
町

・
紀
美
野
町
教
育
委
員
会

何
か
お
気
付
き
の
こ
と
が
あ
れ
ば
、
青
少
年
セ
ン

タ
ー
ま
で
ご
連
絡
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

紀
美
野
町
青
少
年
セ
ン
タ
ー

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
０
９

◎
す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、
罪
を

犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
に
お
い
て
、
力
を
あ
わ
せ
犯
罪
や
非
行
の
な

い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
、
法
務
省
主
唱
の

全
国
的
な
運
動
で
す
。

◎
紀
美
野
町
で
は
、
７
月
１
日
（
水
）
に
保
護
司
会
・

更
生
保
護
女
性
会
に
よ
り
、
各
種
団
体
へ
の
呼
び
か

け
や
街
頭
で
の
啓
発
を
実
施
し
ま
す
。

◎
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

・
紀
美
野
町
保
護
司
会　

・
紀
美
野
町
更
生
保
護
女
性
会　

・
海
南
警
察
署
少
年
補
導
員
連
絡
会

・
紀
美
野
町

・
紀
美
野
町
教
育
委
員
会


